
近 代 詩 文 書 最 優 秀 作 品 （３月１５日締切分）

北澤翠香先生選評

清
　
水
　
貴
　
彦
　
　　

推
選

羊
毛
筆
を
自
由
自
在
に
操
り
作

品
構
成
に
精
通
し
た
運
筆
は
、

紙
面
に
グ
イ
グ
イ
と
食
い
込
み
、

豊
か
な
感
性
に
惹
か
れ
る
。
一

気
に
書
き
込
ん
だ
王
者
の
風
格

作
。
雅
印
が
ほ
し
か
っ
た
。

原
　
田
　
皇
　
麗
　
　　

推
選

墨
色
と
紙
が
一
体
と
な
り
、
リ

ズ
ム
に
乗
っ
た
俯
仰
を
駆
使
し

た
運
筆
は
、
潤
渇
・
字
の
大
小

な
ど
細
部
に
見
て
取
れ
、「
交
」

「
梅
」は
、
目
を
惹
く
。
絵
画
的
、

魅
了
作
で
あ
る
。

尾
　
崎
　
遥
　
音
　
　
　
推
選

気
負
わ
ず
、
肉
薄
の
細
い
筆
の

鋒
先
の
、
バ
ネ
を
思
い
切
り
開

閉
さ
せ
、
直
線
を
大
事
に
運
筆

し
て
い
る
。「
梅
ひ
ら
く
」を
寄

り
添
わ
せ
た
、
抜
群
の
構
成
力

に
、
感
嘆
す
る
作
品
。

坂
　
本
　
千
　
陽
　
　　

推
選

紙
面
を
大
き
く
捉
え
た
、
懐
の

広
い
緩
急
の
あ
る
熟
練
の
運
筆

は
、
颯
爽
と
し
て
い
る
。
句
意

を
理
解
し「
あ
り
て
」か
ら「
梅
」

へ
起
伏
を
生
み
出
し
た
。
メ
ロ

デ
ィ
ー
を
奏
で
て
い
る
。
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葛西玄涛先生選評

杉
　
原
　
友
美
子
　
　
　
推
選

碑
額
の
特
徴
の
雄
大
な
空
気
を

感
じ
る
。
気
持
ち
よ
く
引
か
れ

た
直
線
は
と
て
も
美
し
い
膚
を

持
ち
、
純
度
が
高
い
。
横
画
の

右
上
が
り
の
強
さ
を
正
確
に
捉

え
て
、
上
品
で
忠
実
な
臨
書
だ
。

今
　
井
　
芝
　
香
　
　　

推
選

強
い
始
筆
か
ら
強
い
線
が
引
か

れ
て
、
ど
っ
し
り
と
し
た
安
定

感
が
あ
る
。
鋭
い
横
画
か
ら
縦

画
に
動
く
転
折
で
、
筆
を
強
く

沈
め
て
か
ら
軽
快
に
動
い
て
、

強
弱
の
変
化
が
、
絶
妙
で
す
。

野
　
村
　
麗
　
泉
　
　　

推
選

紙
面
い
っ
ぱ
い
に
文
字
を
広
げ

て
安
定
感
を
強
め
た
。
縦
画
を

側
筆
で
表
現
し
が
ち
な
の
に
直

筆
を
多
く
し
て
、
弾
力
の
あ
る

強
靭
な
線
と
し
た
。
張
猛
龍
の

線
の
特
徴
を
見
事
に
表
現
し
た
。

渡
　
辺
　
京
　
鼓
　
　　

推
選

始
筆
の
角
度
を
正
確
に
掴
み
、

線
の
味
わ
い
は
、
同
一
の
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
線
の
始
ま
り

に
注
意
を
し
な
が
ら
も
伸
び
や

か
な
強
い
直
線
が
、
淀
み
な
く

引
か
れ
て
い
て
、
素
晴
ら
し
い
。

漢 字 条 幅 最 優 秀 作 品 （３月１５日締切分）
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か な 条 幅 ・ か な 半 紙 最 優 秀 作 品 （３月１５日締切分）

赤冨士北祭先生選評

服
部
紀
子
　
　
師
範

筆
の
弾
力
を
よ
く
利

か
せ
、
古
筆
を
丁
寧

に
読
み
取
り
な
が
ら

臨
書
す
る
態
度
は
流

石
師
範
で
す
。
細
い

線
の
中
に
も
抑
揚
を

は
っ
き
り
表
現
し
見

事
で
す
。

上
原
加
代
子
　
師
範

や
や
墨
が
淡
い
が
、

よ
く
伸
び
た
線
の
表

現
の
中
に
適
度
な
抑

揚
が
見
ら
れ
る
。
繰

り
返
し
臨
書
す
る
中

に
自
分
の
呼
吸
を
載

せ
て
情
感
深
く
書
か

れ
た
秀
作
。

浅
井
智
恵
　
　
八
段

筆
圧
を
ほ
ど
よ
く
か

け
た
線
が
空
間
に
響

き
を
も
た
ら
し
、
そ

の
線
の
温
か
み
が
重

之
集
の
懐
の
広
さ
と

相
ま
っ
て
豊
か
な
作

に
仕
上
が
っ
た
。
臨

書
は
油
煙
墨
で
。

魚
地
桂
鶴
　
　
準
八

し
な
や
か
で
、
ソ
フ

ト
な
線
の
表
現
の
中

に
筆
者
の
高
ま
り
を

見
せ
起
伏
の
あ
る
作

に
仕
上
げ
た
。
後
半

は
、
転
折
が
強
く
な

る
と
律
動
的
に
な
る

で
し
ょ
う
。

東
谷
美
子　
　

七
段

行
ご
と
の
表
情
を
大

切
に
し
な
が
ら
変
化

あ
る
作
品
に
仕
上
げ

た
作
。
潤
筆
も
線
の

厚
み
が
魅
力
的
で
長

年
の
研
鑽
の
成
果
で

す
ね
。
穂
先
を
利
か

せ
た
線
が
響
い
て
く

る
。

時
岡
寿
代
　
　
準
七

や
や
墨
が
濃
か
っ
た

が
、
小
粒
で
ピ
リ
ッ

と
書
か
れ
た
作
。
後

半
範
書
と
少
し
変
え

た
と
こ
ろ
も
引
き
締

ま
り
を
み
せ
て
二
行

の
対
比
も
美
し
い
作

品
で
す
。

佐賀道子先生選評

小
　
林
　
悦
　
子
　
　　

推
選

落
筆
高
く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
線

の
響
き
と
呼
吸
の
深
さ
が
魅
力

的
。
線
質
へ
の
こ
だ
わ
り
も
随

所
に
見
え
て
多
彩
な
表
現
力
素

敵
で
す
。「
咲
き
し
づ
も
れ
る
」

の
大
ら
か
で
柔
ら
か
い
渇
筆
と

呼
吸
の
深
さ
が
光
っ
て
い
ま
す
。

清
　
水
　
千
　
寿
　
　
　
推
選

潤
渇
・
疎
密
・
振
幅
の
バ
ラ
ン

ス
見
事
で
行
の
響
き
合
い
抜
群
。

全
体
を
貫
く
明
る
く
生
き
生
き

と
し
た
躍
動
感
に
魅
了
さ
れ
ま

す
。「
山
ざ
く
ら
花
」が
特
に
素

敵
で
作
品
を
際
立
た
せ
て
い
ま

す
。
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漢 字 半 紙 最 優 秀 作 品 （３月１５日締切分）

加藤有鄰先生選評

小
原
花
毬
　
　
師
範

威
風
堂
々
と
し
て
お

り
、
柔
ら
か
く
温
か

な
中
で
力
強
く
運
筆

さ
れ
、
漢
代
の
息
吹

を
感
じ
ま
す
。
長
い

修
練
の
深
さ
が
窺
え

ま
す
。

久
松
美
州
　　

師
範

運
腕
が
大
き
く
、
流

麗
で
形
体
が
美
し
い
。

伸
び
や
か
で
温
か
な

筆
致
を
用
い
て
運
筆

の
リ
ズ
ム
宜
し
く
、

温
雅
と
し
た
表
現
を

し
て
い
ま
す
。

小
渕
弥
生
　
　
師
範

形
体
宜
し
く
、
温
か

く
も
直
線
的
な
筆
致

を
う
ま
く
取
り
入
れ

て
、
遠
勢
が
効
い
て

お
り
、
大
き
く
堂
々

た
る
作
品
と
な
り
ま

し
た
。

秋
定
敬
子
　
　
準
八

大
き
な
運
腕
か
ら
の

迷
い
の
な
い
清
清
と

し
た
リ
ズ
ム
が
心
地

良
い
。
適
度
な
緊
張

感
が
作
品
全
体
を
効

果
的
に
引
き
締
め
て

い
ま
す
。
落
款
寂
し

い
。

安
藤
美
峰
　　

準
八

確
実
な
起
筆
と
運
筆

に
感
心
い
た
し
ま
す
。

形
体
が
整
然
と
し
て

品
格
が
あ
り
、
原
帖

の
雰
囲
気
を
十
分
に

醸
し
出
し
て
お
り
ま

す
。

平
井
あ
や
子
　
準
七

導
か
れ
る
線
の
大
胆

さ
と
明
る
さ
を
も
っ

て
、
深
く
豊
か
な
線

質
を
醸
し
、
作
品
を

際
立
た
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
運
筆
力
は
あ
な

た
の
宝
物
で
す
。

山
口
美
洲
　
　
準
五

起
筆
か
ら
運
筆
へ
の

筆
の
返
し
方
が
柔
ら

か
く
自
然
で
巧
み
で

あ
る
。
隷
書
を
良
く

マ
ス
タ
ー
さ
れ
て
い

ま
す
。
形
体
も
安
定

し
て
お
り
充
実
し
た

臨
書
作
で
あ
る
。

小
笠
原
香
野
　
四
段

柔
ら
か
な
筆
の
握
り

を
用
い
、
構
え
大
き

く
確
り
と
紙
面
を
捉

え
て
王
羲
之
の
豊
か

な
る
流
麗
さ
を
見
事

に
表
現
さ
れ
て
い
ま

す
。

長
島
千
寿
　
　
準
四

確
実
に
丁
寧
に
運
筆

さ
れ
、
リ
ズ
ミ
カ
ル

に
伸
び
や
か
で
強
い

表
現
を
見
せ
て
い
ま

す
。
形
体
も
安
定
し

て
お
り
ま
す
。
真
面

目
な
臨
書
へ
の
取
り

組
み
が
窺
わ
れ
ま
す
。

藤
野
克
代
　
　
四
段

筆
先
の
扱
い
が
見
事

で
繊
細
さ
と
大
胆
さ
、

リ
ズ
ム
感
が
心
地
良

く
表
現
さ
れ
て
お
り
、

安
定
し
て
い
る
。
墨

量
を
意
識
す
る
と
更

に
向
上
し
ま
し
ょ
う
。

水
落
菜
摘
　
　
初
段

横
画
の
起
筆
の
角
度

が
安
定
し
て
お
り
、

良
く
隷
書
の
筆
法
を

心
得
て
い
ま
す
。
形

体
も
安
定
し
て
最
優

秀
に
相
応
し
い
作
品

で
す
。

吉
川
　
愛
　
　
準
三

高
い
落
筆
か
ら
の
運

筆
が
見
事
で
、
爽
や

か
で
軽
快
な
味
わ
い

あ
る
線
質
で
表
現
し

て
い
ま
す
。
堂
々
た

る
臨
書
で
す
。
不
断

の
学
習
の
努
力
が
見

え
て
お
り
ま
す
。
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